
(4) 研究の成果

日光市,究山村,足尾町におけるニホンザルの分布の

現状および明治時代以降の変速の概要がほほ明らかとな

った｡また,袈日光地奴については,環境利用の季節的

変化およびここ数年間における群れの利用地城の変化に

関するfl料が蓄枇されたが,予非不足により充分な調査

はおこなうことができなかった｡これらの成果の一部

は,雄乙缶にはんざる特別号に発衷する予定である.

(5) 研究の考察,反省

今回調査した地域においては,過去に huntingpres-

surcがあったものの,比較的虫近まで 自然環境が床た

れてきた｡その結凪 日光市,栗山札 足尾町にまたが

る連続した分布域が残されてきたものと考えられる｡こ

の分布域はさらに福島県,群馬県,新潟県へ続くものと

考えられ かなり大規模な地域個体群の存在が予想され

る｡しかし,この地方においても,huntingpressure

や各種開発に伴う生息環境の変化によって,一部地域で

の群れの消滅や,袈日光地方に見られるような群れの利

用地域の変化がおこっている｡

今後,調査地城を拡大し.分布域の輪郭を把握すると

同時に,分布とその変化に形智を与えている要因の分析

を重点的におこなう予定である｡

房総丘陵のニホンザル野生群の遊動生活
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野生群の生活失態を明らかにするために.元IFft!1滋山地

区において,昨年政の経験にもとづき.本年度は.方法

上いくつかの点を改良しT･J樋なかぎり迎統祝祭するよう

試みた｡

1975年11月9ロー24日のベ113名によっておこなわれ,

前半に野生LT羊の探索 ･対象地城の扱討･トランシーバー

のテストなどをおこない.16･17･18･20日の4日間の

ペ30時間にわたって.とり田み法による連続観察をおこ

なった｡

とり阻み法は.2･3人一組の11.可査班を数個野生蛸を

とり田むように配EiL.トランシーバーで相互に越路し

ながら.各班で5分矧 こ姿･物音･P'などの奴雛かglを

'ut己収し.RL-那..Jに5千分の1地形図に観空知比良を記入する

ことを骨子としている｡そして,対象群の周辺に2･3

の班を配EiL,対象群に隣は又は接近してくる他のL'羊れ

又は伯帖をチェックした｡

この方法では.駁察されたすべての事実を記載するこ

とが)椎しいため.紋察事項別に記載法の検討をする必要

がある｡すなわち.記滅法の即 糾ヒ･統一化･記号化に

ついては.かなりの工夫の余地がある｡

資料のとりまとめにあたっては.同一事項の盃投観察

のチェック.観察地点の確認.記載の袈現の不統一と観

察精度の不統一のチェック等をあらかじめおこない.塗

･芦 ･物音などの臨察事項別に日周変化を調べ.観窮さ

れた限りの野生群の空間的ひろがりの日周変化をとりま

とめた｡

盟料は,目LFとりまとめ中であるが.同様の調丑を各
季節にわたっておこないたいと考えている｡
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ニホンザル地域個体群の骨格上の変異
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本研究のための骨格招本は.地域個体群の骨格上の変

災を論じる上では極めてi3TL正なものなのでも'i盃に泣皿を
進めてきたが.大豆処理が不可能なため.なお約3割が

未怒理である.ここでは標本の由来と構成を紹介し.PJ!

非迫体の発掘作文について簡単に経過報告しておく｡

校本は.千丈県高宕山の天然記念物指定地域のニホン

ザルT-Ⅰ群の一部と富挫市豊岡の高宕山自然動物国で

餌付けられていたニホンザルT一皿群の一瓢 計78休の
退休からなる｡このうちT-Ⅰ群の個体は,1973年3月

27日に捕粧され,約半年間高清の吉田方に収容され,高

宕山自然動物田に移管されたもので.移管直後T-Ⅱ群

とのケンカで死亡したもの.および翌年発生した流行Ih'

で大丑死したものからなるOこの流行蛸は.隣はするT

一皿群に蔓延し同じく大皿死を怒越した｡それに.1974

年中に他の郡山により死亡した若干のT-Ⅱ郡の個体を

含む｡

発掘作共は,1975年3-4月にのペ109人を投入して

おこなわれた｡退体は動物国内の一隅.7.8mX3.5m程

の区画内の3本のトレンチの探さ0.5-1.5m の問にFJ!

非されていたO充拙した近体は,ニホンザル78休のLul,

タイワンザル(?).ウサギ.LJi.各一休であった｡

ニホンザルの迫体のうちT-ⅡLTTのオス抑1位 (三代

目次郎長)以外は.所属群不明である｡しかし個体の区

別は比較的はっきりしていたので.吐非状況のスケッチ

･写真をとりなから.なるべく個体別に白骨化ないし自

ロウ化した迫休を収容･包装した.持ち帰られた退路

は.ひとつひとつの骨の個体別を抜対しながらひきつづ

き整理中である｡
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